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米国関連資料 

IPRにおいて仮出願が優先権主張の無効化を図る手段となり得る 

ことを例証する最近の注目すべき CAFC判例 
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１．はじめに 

仮出願は、或る特許出願／特許にとって、非常に関連性の深い先行技術を構成する場合があり

ます（例えば、Dynamic Drinkware LLC v. National Graphics Inc., 800 F.3d 1375 (2015)参照）。但し、

通常特許出願が先の出願日を享受するためには、仮出願が、十分な開示と実施可能性とを提供す

るように記載されていなければなりません。 

 

発行特許を攻撃する目的で、傍系の仮出願を証拠として利用する場合、この仮出願に対して、

CAFC は、特許を防衛する目的でファイルされた仮出願に対する場合と同じ要件、又は、同様

の要件を充足することを求めます（Amgen Inc. v. Sanofi, 872 F.3d 1367 (Fed. Cir. 2017) 参照）。 

 

仮出願の有用性に鑑み、最近、仮出願を利用して、特許を無効にしたり、あるいは、特許を維

持したりするケースが増えつつあります。仮出願を優先権主張の基礎として通常特許出願をファ

イルしたからといって、通常特許出願は、仮出願の出願日を享受できるとは限りません。 

 

仮出願が、公開された対応特許出願のクレームを米国特許法第 112 条に準拠してサポートし

ている場合に限って、仮出願の出願日が、対応する通常特許出願の出願日と認定されることに注

意する必要があります。このことに関し、CAFC は、最近、興味深い判決を下しましたので、

以下に詳細に説明します。 
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